
⃝ 1934 年 福岡高等商業学校を創立

● 1944 年 九州経済専門学校を設立
● 1946 年 福岡経済専門学校と改称
● 1949 年 福岡商科大学（商学部）を設立
● 1956 年 福岡大学と改称 / 法経学部を増設 
● 1960 年 薬学部を増設
● 1962 年 工学部を増設
● 1969 年 人文学部・体育学部を増設
● 1970 年 理学部を増設
● 1972 年 医学部を増設
● 1973 年 福岡大学病院を開設
　

● 1975 年 附属看護学校を設立
● 1978 年 医学研究科を増設
● 1985 年 福岡大学
　　　　　筑紫病院
　　　　     を開設

● 1992 年 救命救急センター棟竣工
● 2004 年 法科大学院を増設
● 2006 年 脳死肺移植手術を
   　　　　  福岡大学病院で実施

● 2007 年 医学部看護学科を増設
● 2010 年 福岡大学病院新診療棟竣工

● 2013 年 福岡大学筑紫病院新病棟竣工

● 2018 年 福岡大学西新病院を開設

● 2020 年 福岡大学病院に
　　　　　 ECMOセンターを開設
● 2021 年 ECMOカー導入

● 2022 年  「福岡大学CN推進拠点」を設置
　　　　　　“FUスポまち”コンソーシアム創設
● 2023 年 福岡大学病院新本館（仮称）
　　　　　 竣工（予定）
● 2034 年 創立100周年

福岡大学のあゆみ

　福岡大学の始まりは、1934年創立の福岡高等商業学
校。医学部増設などを経て、現在9 学部、大学院10研究
科を一つのキャンパスに擁する。2023 年12 月には、
福岡大学病院新本館（仮称）が竣工予定。卒業生約28
万人が、国内外の様々な分野に広範な人脈を形成。

　福岡大学は2050年までの脱炭素キャンパス実現のた
め、カーボンニュートラル（CN）推進活動の中核組織と
してCN 推進拠点を設置。課題別に5 つのチームを編成。
大学の英知を集め、産学官とも連携してCN を推進。

　自治体・行政、企業、地元スポーツチームからなる
「福岡大学スポーツ・健康まちづくりコンソーシアム」

を創設。スポーツ・健康づくりに関する「場」の提供、
「機会」の創出、「人材」の育成・提供などを通して地域

の課題を解決し、つながりを深めていく。

　高度な知識・技能の修得と高い倫理観・豊かな人間
性を育む教育を実施。医学科では「FU-RIGHT」の精神を、
看護学科では「患者さんに寄り添う」をテーマに医療人
を養成。   ＊FU:Fukuoka University  R:Relationship（信頼関係）、
I:Intelligence（知識）、G:Gentleness

（やさしさ）、   H:Health（健康増進）、
T:Teaching（教育的指導ができる）

福岡大学病院新本館（仮称）2023 年 12 月竣工（予定）

　医工連携による在宅ケアスタッフ連携アプリや無断
離院・徘徊検出システムの開発（看護学科）、精神神経
科患者さんのリハビリ空間の設計（社会デザイン工学
科）、医学研究者と歴史研究者による感染症に関する意
見交換など、学部学科を越えた交流も盛ん。

発展の歴史、2022 年に医学部創設 50周年、
2 万人が集う総合大学へ

学部学科の垣根を越えた
異分野融合でイノベーションの創出

熱心な医学教育、
高い医師・看護師国家試験合格率

「福岡大学カーボンニュートラル推進拠点」を設置、
多方面からカーボンニュートラルを推進

「“FUスポまち”コンソーシアム」で、
スポーツを通した社会貢献を加速

 学長   朔  啓二郎
　コロナで大変ですが、私たち
は今、変わるチャンスをたくさん
与えられたと考えます。ピンチが
チャンス。チャンス豊富な今と正
面から対峙し進化していきます。
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